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図書館における通信の応用
（IDPと電信機械の応用）
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河　　野　　徳　　吉
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　Recent　developments　in　science　and　technology

have　brought　changes　of　which　man　had　not
even　dreamed　and　such　developments　have　wide－

ned　the　scope　of　the　known　world．　The　techno－

logical　revolution　is　progressing　at　a　speed　which

the　universe　has　never　known．

　The　use　of　technology　in　libraries　is　also　re－

markable　and　the　scope　of　its　application　is　ex－

panding．　To　keep　abreast　of　the　times，　libraries

have　been　bringing　in　and　integrating　the　new

technologies　in　order　to　increase　e伍ciency　through

the　mechanization　of　their　functions．　lt　is　thus

expected　that　the　new　scientific　advances　will

continue　to　be　incorporated　into　the　administration

of　libraries　and　will　develop　and　contribute　to　the

advancement　of　knowledge．

　This　article　portrays　telegraphic　communication

as　a　possible　application　to　information　storage

and　retrieval　in　special　libraries　and　as　a　concei－

vable　method　to　modernize　libraries．

　　　　　（Japan　Telegraph　＆　Telephone　Public

　　　　　　　　　　Corporation　Library）

　IDP（lntegrated　Data　Processing）とは，情報やデ

ータを集めること，もう少し正確に云いあらわせば，情

報源の蓄積である。この中でProcessingとあるのは，

資料を分析し計算して，その結果を整理する意味がふく

まれている。つまり結果をカードにしたり，シートに現

わすことである。このようなものを含めた内容をIDP

といっている。
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　また，IDPは一つの組織として考えられ，収集した情

報の処理，蓄積，変換などの一連の技術を機械の能力に

応’じて処理することができる。たとえば，計算，整理資

料の索出，資料の配列，そして資料を必要に応じて作成

する総合能力を機械的に行い，情報源を短時間に抽出す

ることができる。1）

　具体的にその例をのべれば，専用電信回線をもってい

る企業体が，資料情報の伝送を，電信によって機械的に

送受信することができるならば，その企業体の図書，資

料，データ，特許情報，製品の製造方式などは，この伝

送機械によって自由に送受信することが可能となってく

る。

　この方式を拡大化すれば，図1のように企業体内の情

報はIDPによって自由に操作できる。現在，丁丁の

機械によって経営情報（生産，在庫，出荷，販売，市場

流動量）などと，一般情報（給与，労務，人事，職員）

はかなり活用されているが，特殊な資料情報の伝達につ

いては開拓されていない。これについては，技術的にか

なり問題があるけれども，本論では，資料情報の伝達

について，もっとも都合のよい，いくつかの基本的な

Systemをとりまとめたい。2）

　情報の伝達は，電信伝送の方式が一番速いとされてい

る理由は，伝達方式が主に機械化されていることと，電

信回線によって遠隔地域に瞬間的に送達されるというこ

と，同時に電話回線とIDPそのものが直接結びついて

いることが，他の機械類よりも優れていることである。

　情報資料を合理的に伝達する基本的な方法としては，

まず，現在実施されているいくつかの分類法，件名標目
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を機械に利用しても差し支えないように改良すること，

図書館における資料整理の体系を，もっと電信機械の構

造にあわせたSystemになおすことがかん’じんである。

　以上が電信回線・機械および情報資料の合理的整備方

法である。したがってこれらの方法が解決したならば，

次のステップであるIDPの典型的な組織を図2に示し

て，資料の動作面を研究しなければならない。

　IDP方式のもつ利点としては，下記の項目があげられ

る。

　（1）IDPの設置された場所の情報源を他の設置場所

　　　に即時に送受信できるので，情報の処理が簡単に

　　　できる。というのは，図書館または資料室相互間

　　　で情報源の交換が機械的にできる。たとえば，相

　　　手の図書館の蔵書リストが自館になくとも，相手

　　　を呼出し，相手の各種カードから必要なカードを

　　　抜いて情報を入手することや，または，資料内容

　　　をそのまま伝達することができる。

　（2）　図書館における間接的な事務がはぶけるから，

　　　図書館経営・運営面にかなりの時間が節約でき

　　　る。

　（3）　情報の流通がよくなるにつれて，処理能力が増
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　　　加するが，機械的にかなりのスピP・一一・ドがあるので

　　　処理能力には心配がない。また，情報の交換がす

　　　みやかにできる。

　（4）情報源の蓄積をするための資料整理にもっかえ

　　　るし，このほか整理方式の統一ができるので，整

　　　理技術の煩わしさが軽減できる。

　以上のような利点があるが，IDPを実施するために

は，基本的な事項がいくつかとりあげられる。

　1．　どのような設備にするか。

　2．図書資料管理部門の組織をどう改革するか。

　3・整理事務員の訓練と整理するためのカ・・一・一ド類の様

　　式と設備類。

　4．蓄積された情報源の取扱い方。

　5．処理方法の統一化。

　6．情報管理体系をどのようにするか。

　この中のどの一つをとっても重要なものであり，これ

らの問題を一つ一つ解決することが，管理者である専門

職の仕事である。

　現在，上述したいくつかの間題を解決した企業体がい

くつかある。これらの機関は，組織と機械の利用技法が

他の機関より優れている。また図書資料の整理に関する
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詳細な規定類ができている。この規定は，機械が運転さ

れはじめると，その規定が本当に守られているかどうか

がはっきりとわかってくる。例えば規定が一つでも破れ

れば，情報の処理能力はいちじるしく減じてくるし，忠

実度が悪くなってくる。

　規定類の中には，紙の厚さ，寸法，記入方法，索引の

つくり方，抄録の内容など細々としたことまできめられ

ているし，国学テープ，カード類のデザインまで規定の

中に入ってくる。したがって規定のおよぶところは，必

ず正確な：整理がなされるようになっている。3）

　前掲では，IDPの導入について，その概要をまとめて

みたが，現在これらの諸装置がすぐに活用されない点も

まとめてみたい。

　まず，情報資料の伝送が可能であっても情報資料の整

備の点で多くの問題がのこされている。すなわち，IDP

が図書館の利用面に近づいていない理由は，図書館員が

電信回線の利用について素人であることが欠陥となって

いる。つぎに従来の図書館学で教育している分類法，整

理技術が手書きや印刷方式のような形態から一度に機械

化という問題に直面すると，かなりの抵抗をうけるので

はなかろうか。すなわち手書きカe・一・一一・ドから穴だけのカー

ドに移す場合，思想の伝達が文字から符号にかわること

が大きな問題として残される。このほか，コード化する

場合の記号方法が図書館で行なってきた分類：体系とは違

った方法をとらざるを得ないからである。

　また，技術者が必要であることも原因している。なお

IDPの導入について，経済的にかなりの経費が必要であ

るということと，利用頻度が設置した割合には高くな

く，あまりつかわれないという結論がでてくるのではな

かろうか。

　図書館が，情報管理のサービスセンターであるなら

ば，いずれにせよ直接この機械を使用しなくとも，企業

体の他の部門が使用した残りの時間を，これに割当てる

ことが可能であれば，実験的に実施してみることが大切
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であろう。機械は，回路網を図書館の業務に適合したユ

ニットに作成し，いつでもとりかえが必要なときに，そ

のユニットを差し替えることによって運転することがで

きる。

　さらに問題をIDP利用の立場から考察してみると，

IDP自体の経費というものが，単独では余りにも高価す

ぎるので，何らかの作業と一緒に兼用することが望まし

い。IDPは，機械計算施設のほかに電信施設が同時に必

要なことと，回線を使用するための専用料と印刷電信機

の創設費，つまり購入費並びに工事費が加算され，この

外毎月の運用費と保守費が要る。これらを支払っても採

算がとれるかどうか，採算の基礎をどこにおくかは，業

種によって大いに違うと思う。

　このように経済的にみると，かなりの経費が当初にお

いてつかわれることはいうまでもない。しかし現状から

推察すると，幾分ずつでもIDP組織が増加する傾向に

あるのは，けっして損ではないという実感があるからと

思う。その裏付けになることは，

　①　経営管理の体制が強固になること。

　②　スピードの早さがサf一一・”ビスを増し，相手に信頼感

　　　を与える。もちろん，信用という無形の財産がっ

　　　くられること。

　③　数量的判断が気軽に行なわれるようになること。

　④　距離感を余り考えなくとも済み，能率的な作業を

　　　展開できること。

以上のようなことがIDPの利用がたかまる原因となっ

ている。したがって，図書館が企業体内の一部門とし

て，IDPを利用するという考えかたから出発するならば

可能だといえる。

　では，IDPの実施上の問題点をまとめてみよう。　IDP

の仕組は，機械計算機と電信回線の結びつきであること

は言うまでもないが1情報源を媒介するカード及びテー

プ類が機械の運転に大きな役割りをもってくる。また，

カード，テープ類の形式と形態が機械の設計にまで影響

を及ぼしてくる。

　ここではじめて，IBMを用いるかユニパックを用い

るか，あるいは他の電子計算機を用いるか，カードはカ

ナ書きにするか，ロ　一一マ字にするかによってきまるし，

使用する印刷電信機も，5単位欧文を用いるか（この方

が安い），6単位欧文を用いるか（この方が体裁上親し

み易い），また，それにっかうコードについても考え合

わせなければならない。

　IDPは，カ・一ドをまず鑛孔テープにし，印刷電信で伝
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図3．IBMカード

送する。このテープをIBMヵ一ドあるいはRRカード

に替えて，電子計算機または，機械計算機に投入する。

したがって，IBMコ・一一・・ドやRRコードを基本的な問題

として出発すればよい。

　IBMは12単位でできている。印刷発信符号の6単位

にくらべると，これは電信伝送上からみるとまずい構成

であるが，機械選択機としては構造が簡単ですぐれてい

る。その長所をいかすため，現在コンパ・一ターがっくら

れ利用されている。
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　RRにおいては，6単位を2段にっかうため，わが国

のように，6単位符号を用いる印刷電信機には好適であ

る。RRカードには，上段使用と下段使用とがある。こ

れは符号によって，上段でも下段でもできるから印刷電

信機利用は好都合になる。
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　もうひとつの問題点は，誤字防止である。印刷電信で

伝送するとき，伝送路に瞬断現象が起きたり，雑音が生

’じた場合は誤字を起す。誤字を起したことを検知するた

めに，パリティ・チェックという方法が用いられる。こ

れは，従来用いられている印刷電信符号の構成を変え，

7単位または8単位構成にする。つまり符号の構成はマ

ークを偶数個にしておいて，受信した結果が奇数であっ

たら誤りであったことを知る。これは訂正して常に正し

い受信をする。

　パリティ・チェックには，定マーク定スペース方式が

多くっかわれる。定マーク定スペース方式とは，例えば

マーク（●）の数を4とスペース（○）の数を4という

ように一定しておく。伝送路の途中で瞬断や雑音をうけ

るとマ・一一・一ク数が変る。変ったら，それを電気的に発見す

る。電気的に発見する方法は，マ・一クとスペースの比を

一定に保つような電気回路（例えば，ブリッジを作って

おく）を利用して，それが変ったら警報あるいはRQ

（再送符号）を出すようにすればよいのである。パリテ

ィ・チェック符号は，方式として伝送の途中に入れるだ

けで，その符号で印刷電信機を作る場合はすくない。

　つぎに速度の問題およびオフ・ライン方式について若

干述べてみよう。

　機械計算組織ないし，電子計算機の演算速度はきわめ

て高速度である。電子計算機には記憶装置が設けられて
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いて，計算しようと思う内容は一旦そこへ蓄積された上

で，一気呵勢に送りこまれ，演算される。したがって印

刷電信機の通信速度は，電子計算機と同じである必要は

ない。

　電子計算機が扱う速度を電子パルスの数でいい表す場

合がある。すなわち1秒間に1，200個のパルスを受けて

処理する場合，1・200ビヅト／秒とよぶ。印刷電信機の通

信速度も同’じように，1秒間のパルスの数をもっていい

あらわす。同じ内容であるが，昔からボーとよばれて

いる。これは同期式印刷電信機の発明者，仏人ボドー

（Emile　Baudot）の名を記念したもので，国際電信電話

諮問委員会（CCITT）で定められた単位である。

　印刷電信機の早さは50ボーのものが国際規格として用

いられ，もっと早くすることもできる。今では100ボ＿

くらいのものまで使われている。

　なぜ高速度のものが余りっかわれないかというと，そ

れは経済的理由によるものである。50ボ＿と100ボ＿の

印刷電信伝送を比較すると，100ボーの場合は，伝送用

波数の帯域幅が，50ボーの場合に比し2倍となる。つま

り搬送電信では音声周波帯域内に50ボ「ならば24通信路

がとれるところを，100ボーにすると，！2通信路しかと

れないのである。したがって，100ボー用の通信路は，

50ボーの通信路より2倍の費用がかかる。量が多いだけ

ならば，50ボーのまま2回線にした方が，回線の利用の

道が広い。したがって，通信費を安くするためには，50

ボーですまそうということになる。

　わが国では，50ボー用の電信伝送帯域として，搬送電

信では120サイクルをとっている。

　アメリカでは，ATT会社（アメリカ電信電話会社）

で170サイクルが用いられ，ウェスタン・ユニオン電信

会社で150サイクルと300サイクルとが用いられてい

る。後者は高速度の電信を考えているからである。

　したがって，IDP用の電信伝送路に文献情報を操入し

た場合，早ければそれだけデーータを入手するのがはやめ

られるけれど，現状では，50ボe一一riでおよそ済みそうであ

る。

　電信には，受信鑛孔機という便利なものがある。デー

タe・一一・一をこの鑛孔テープに蓄積することができる。それか

ら必要に応じて，テt一一’プ・ツ・一・カ・一一・・ド・コンパ＿タr．．．．．

で，テープからカードに変換することができる。このコ

ノバーターの処理速度は，1分間600字程度で，およそ

印刷電信の2倍のはやさである。2回線について1台あ

れば充分である。鐙孔テープの蓄積を行なう方式をオフ
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・ラインといいつぎの利点がある。

　①　鑛孔テープは，カードにくらべて非常に安価であ

　　　る。ミスがでて1枚分切って棄てても，それほど

　　　の金額にはならない。

　②データe・一一一一をビジブルに蓄積できる。熟練者は読む

　　　ことができる。

　③　間違いが起ったら，その分だけ切り捨てることが

　　　できる。

　このように，カt’一一一’ドにも磁気テe・一…プ・磁気ドラムにも

各々の利点がある。将来なお長く使われると思われる。

参考までに各々の値段を比較してみよう，

鑛孔テープ
パンチ・カード

磁気テープ

1巻
　1枚
（印刷したもの）

1巻

260　m

80桁
直　径
7イソチ

　190円

　　4円

1，200円

　つぎに，情報の伝送に誤字があっては大変である。と

ころが，これを全くなくすことはできない。では誤字の

発生とその防止についてみると，誤字にはいろいろの原

因があって，人手から起きるもの，通信設備から起きる

ものとがある。勿論人手によるものが一番多い。また設

備のうちでも，端末の印刷電信装置からくるもの，伝送

系からくるものとある。これについての基準を示せばっ

ぎのとおりとなる。

　　許容誤謬率　　10，000字に3字以内

　　人為誤謬率　　10，000字ac　5字以内

　　線機i誤謬率　　10，000字に10字以内

　一般にこの値より低い値となっている。また，誤字と

関連して，ミスオペレーションがある。この大部分は，

けん盤の叩き間違いである。このほか，鎖骨テープを印

刷自動送信機にかけるときにテープを裏がえしにかけた

り，おしまいの方からかけたり，インフォメーションの

中途からかけるというようなこともないではない。

　叩き間違いをしたかどうかは，モニター用の印刷受信

機にも表われる。また検孔機をつかって2度叩いて調べ

る場合もある。その場合は，人をかえて叩くから錯覚等

の誤りは除かれる。

　この方式は，IBM等にも用いられている。パンチャ

ー（パンチカードを作る人）が，一度鑛孔したカード

を，検孔機に充填し，別のパンチャーが原資料をみなが

らもう一度キーを叩く。もし二人のキe一・…イソグが一致し

ていればOKであるが，どちらかにミスがあればランプ

がっく。したがって，パンチしたカードを抜きとり，再

点検する。
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　このほか誤字の検出を手動で行なっているほか，自動

的に検出する装置がある。誤字検出装置は，カードから

誤字が検出されたら，送信をとめさせ，停止させたなら

ば，ランプもしくは警報装置をっけ，取扱者に知らせる

ように機械にセットされている。

　以上がIDPのあらましで，図書館にIDPを導入する

時期は，企業体の大きさ，また，図書館の利用とあいま

ってなされるべきである。もとよりIDPの利用方法に

ついては，図書館員の訓練と実施にともなう一・連の作業

企画があらか’じめ設計されていな：ければならない。ま

た，情報の蓄積のための素材を標準化することと索出す

るためのツールを順序だてておくことが肝要である。

　現代においては，IDPを実際に企業に役立てている企

業体内においては，その一部を利用して，情報の処理形

式をうまく設計し，自館にもっとも適合したものを研究

し，それを実用する方向にもって行くべきであろう。

　　　　　　　　　　　　（日本電信電話公社図書館）
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